
府民との情報共有化に向けた戦略

 

○お知らせ広報

○文書の開示

○情報公表

○プレスリリース

○ 府民との
 関係づくり

○ 理解
     と共感
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上から目線 府民目線上意下達
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へ

施策情報

　　　　　　　府   民
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府民参画のサイクル

これまで これから

プロセス

平成21年11月25日

（府政情報室たたき台）

ターゲット

いつでもアクセス

見える化
（常に開かれた
　状態にする） 広 聴

府

府
政
に
活
か
す

広 報

突
き
刺
さ
る



１．戦 略 的 広 報 活 動 の 推 進

 ◆　府の広報の現状と課題

事 業 広 報政 策 広 報 イメージ広報

各担当課が行う施策
イベントの発信

知事の考え
重点メッセージの発信

大阪の都市魅力の発信目 的

 ■ 事業が練られていない

 ■ 心に届かない表現

 ■ ターゲットと手法の不一致

 ■ 広報職員のスキル不足

 ■ 知事の発信力に頼る

 ■ 報道対応に広報課が関与できない

 ■ 統一したイメージ不足

 ■ 魅力のアピール度不足

 ■ 広報課が関与できない

課 題

　■　事業担当課がコンテンツと予算を持つ分権体制

　■　広報課は事業担当課の求めに応じる受身のアドバイス役
広報活動

 ■ プレスリリース
 ■ 記者クラブ

 ■ 自主媒体
 ■ 外部媒体

 ■ イベント事業
 ■ 自主媒体

媒体

バラバラの広報活動に「統率力」を持たせる

－２－

 ◆　目指すべき方向性



広報の司令塔 ～平成22年度：広報業務の一元化～

テレビ･ラジオ
新聞・交通広告

チラシ・ポスター
ＤＶＤ等

広報課が
制作・発注

（予算を所属替）

一括発注による
安価な購入

クオリティアップ
統一感

広報課が承認

府政だより メルマガ

【方向性】
発行形態、回数

の見直し

【方向性】
登録者拡大

[Myおおさかページ（仮称）] ＜新規＞

・何度も訪れたくなるような仕
掛けづくり（ブログ等）

・魅力あるコンテンツ

外部媒体・企業・自治体
バナー交換 広 告記事提供・交換

誘導・連携

誘導誘導

事業実施部局

広報課

【方向性】

ホームページ

知事の取材受や外部
媒体とのタイアップ
コーディネート

外部窓口の
一本化

＜CMSのページ＞
様式を統一したが、関心のある人用の百科

事典
⇒ アピールは弱い

＜CMS以外のページ（ミュージアム等）＞
凝った作りではあるが、あまり見られていない
⇒ アクセスしてもらう工夫が必要

関心を引き付けるフックとなる専用
ページを開設

ホームページ

ブラッシュアップ

知事出演

－３－



ステップ１（現状） ステップ２ ステップ３

形　態
■ 個別事業の担当課の職員が、広報業務を行っ
　ている。

■ 広報課が事業広報を統率する。

■ 広報課が全庁の事業広報の業務を請負う。

■ 広報課が政策・イメージ広報の一翼を担う。

〔類似企業………ハウス食品、大阪ガスなど〕

組 織 図

課　題

■ 担当課の職員は、他に業務を多く抱えており
　広報の優先順位（評価）が低い。

■ 担当課の職員にノウハウや情報が不足してい
　る。

■ 広報課のサポート・アドバイスはルール化さ
　れておらず、関与の度合いにばらつきがある。

■ 職員の広報スキルの育成が必要。

■ 新たな自主媒体の開発が必要。

■ 企業媒体とのネットワークづくりが必要。

■ 広報課は各部事業ニーズに、深く関与する必
　要がある。

■ 広報課が巨大な組織となる。

広報課

総務課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

総務課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

アドバイス

Ａ部 Ｂ部

　 総務課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

    総務課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

Ａ部 Ｂ部

総務課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

総務課

担
当
課

担
当
課

担
当
課

Ａ部 Ｂ部

大きな広報部隊

広報業務を依頼

広報・報道局

政策広報

事業広報

イメージ広報広報課

企画段階から
執行まで深く
関与

人材の育成

－４－

（分権的広報） （広報関係予算を広報課が一元管理）



２．意 思 形 成 プ ロ セ ス の 見 え る 化

　   個々の施策の発生源から決定・実行までのプロセス情報を時系列で「見える化」する。
　
                     　　説明責任の徹底、府民の理解と共感の獲得

　
　情報の置き場がバラバラ

　◆　基本的な考え方

　
　■　業務の効率化、コミュニケーションの促進
　■　文書の減量化など業務改善の取組を推進
　■　行政文書をパソコンでの個人保管を禁止し、組織的に統一保管するなど、情報セキュ
　　リティを向上

　◆　情報の記録・保管

　◆　公開チェックの進め方

　◆　施策の形成プロセスの見える化

施策チェックボードの設置

　◆　モデル試行システム構成案　ーＨ22.1～府政情報室３課予定ー

【基本設計】
 ■ ＣＭＳサーバにチームサイトを作成するソフトを導入
 ■ チームサイト画面から公表フォルダへデータ転送するプログラムを開発
 ■ 各課サイトのチェックボード、ポータルサイトの開発

【配慮する点】
 ◆ 職員の作業負担の軽減　－操作の簡便化－
　・ ＳＰＳからＣＭＳへ移行の際の再ログインを省略
　・ 文書の添付における操作の簡便化(ドラックドロップ方式等)
　・ 公表検査の簡便化
 ◆ 府民の分りやすさ
　・ プロセス経過の見せ方の工夫
　・ 知りたい事業と関連するページとの相互リンク
　・ 知りたい事業の探し方の工夫

システム図

－５－

　
　所属チームサイト内に、所属の重要施策や懸案課題の意思形成過程を掲載した
「施策チェックボード」を設置し、ホームページを通じて府民へ分かりやすく公表。

府政の見える化

所属チームサイトの設置
情報の共有化

格納場所を統一

個人パソコン docフォルダー 外付ＨＤＤ 共通サーバ

　　　【掲載する府政情報】
　　　　　　○ 府民の声に端を発した検討事項
　　　　　　○ 知事、副知事、部局長からの指示事項
　　　　　　○ 府議会で検討を約した事項
    　　　　○ 戦略本部会議における議題
　　　　　　○ 各課の懸案事項に掲げる項目

　
　■　公表する際のプロセス情報は、所属長が必ずチェック
　
　■　公開・非公開の基本的考え方
　　　記録した内容に情報公開条例第８条、第９条に定める非公開情報を含む場合
　　は、当該資料は公開しない。また、文書題名にも留意する。
　　　○ 個人情報          ○ 法人等情報      ○事務執行支障情報、
　　　○ 公共安全情報      ○ 法令秘情報　など

　■　期間の経過等で公開することが可能となった資料は、その段階で直ちに公開

　■　議事録を公開する際、第三者の発言内容や上司の指示事項は本人に必ず確認



所属ごとに
施策チェックボードを設置

庁内
ウェブページ
（既存）

【画面１】
府政情報室
チームサイト

ログイン画面
（既存）

【画面２】
広報課公表事
業一覧画面

【画面３】
課題概要入力
画面

【画面４】
進捗状況入力
画面

【画面５】
プロセス情報
入力画面

ログイン(職員番号)し、
「究極の情報公開」を選択

ログイン
(ＩＤ)

課題の編集
(例)「究極の情報公開事業」

進捗状況の編集
(例)「モデル事業の制度設計」

プロセスの編集
(例)「課長レク」

職員の負担を
軽減できるよう、
画面を設計中

システム
メニューペー
ジ
（既存）

「府Ｗｅｂサイト管理」
を選択

 ◆　職員の情報入力フロー図  ◆　【画面１】府政情報室チームサイト

（１） 職 員 の 情 報 入 力 画 面

所属チームサイトの設置

チームサイトから
直接アクセス

－６－
ＣＭＳの機能拡張

情報登録のため
ＣＭＳへログイン

※　チームサイトの内容は、３課各グループの代表からなる検討会を通じて設計中。



 ◆　【画面２】広報課公表事業一覧

 ◆　【画面３】課題概要入力画面

 ◆　【画面４】進捗状況入力画面

 ◆　【画面５】プロセス情報入力画面

－７－

【画面１】府政情報室チームサイト（Ｐ５）の施策チェックボードに掲載する事業一覧に対応

【画面８】課題詳細情報ページ（Ｐ８）の情報を入力する画面 【画面９】プロセス情報ページ（Ｐ８）の情報を入力する画面

【画面３】の進捗状況ごとの意思形成プロセス段階を入力する画面



（２） ホ ー ム ペ ー ジ の 公 表 画 面

 ◆　府民への情報公表フロー図  ◆　【画面６】施策の意思形成プロセスポータルサイト

大阪府
トップページ
(既存)

【画面６】
施策の意思形成
プロセスポータ
ルサイト

府庁の組織で
さがす
(既存)

所属
トップページ
(既存)

【画面７】
所属の施策
チェックボー
ド

【画面８】
課題詳細情報
ページ

検索結果ページ
（作成中）

キーワードでさがす
カテゴリでさがす
所属でさがす

所属を選択

顔写真を掲載している
所属別のページ

【画面９】
プロセス情報
ページ

施策チェックボードの設置

課題を選択

プロセス
を選択

－８－

ポータルサイトの設置

一目で分かる！



 ◆　【画面７】所属の施策チェックボード  ◆　【画面８】課題詳細情報ページ

 ◆　【画面９】プロセス情報ページ

－９－



府民の声の全所属登録に伴うフロー  

 
 

第 1 月 第２月 
 

 
 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受付当日 ２日目 ３日目～７日目 ～月末 １週目 2 週目 3週目 4 週目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＋ 

情報総括

者・情報

主任 

データ整理（第１月分全件） 
１検討状況・結果一覧    ２テーマ別トレンド 
 
 

      ３FAQ 
            
              ３ＦＡＱ 
 
       

 

部長会議

報告 
※ FAQ
は除く 

ＨＰ

公表

（
広
聴
部
門
）
府
民
課
・
お
問
合
せ
Ｃ 

担
当
所
属

担当者 

室課所長 

  

  

青 

 

記入の有無をチェック

（毎日） 
 
 
 

 

  

赤 

 

連絡洩れの

チェック 

(毎日） 

 
 

所管の割

振りを行

う 

 

 

所属毎の

一覧表を

作成・送付 

府民課職員が、内

容を確認し、フラ

グ立てを行う 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
日
の
全
登
録
案
件
を
取
出 

アウトルック
メール 

 

府 

民 

の 

声 

 

 

 
 

部長 

 

検討状況･

検討内容

を登録 

第 1 月 第２月 

 

シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録 

 

 

 

 

 
  

 

 
赤

 

申

出

者

へ

連

絡

青 検討 

  それ以外 
 

連絡結果

を登録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＋ 

情報総括

者・情報

主任 

担当者 

室課所長 

部長  
フラグの調整・確

定後、フラグに応

じた対応を行う。

 

連絡結果ないし検

討状況・検討内容

を府民の声データ

ベースに登録し、

報告する。 

 

府民（府民モニター10名）による事業仕分け

（対象）第1月分全件 

（内容）過半数の賛成で青フラグを立てる。 

モニター導入経費年間約50万円経常予算で要求 

 

 

第３月の

部長会議

で報告 

 

ＨＰ公表 

追加青フラグの一覧表

を送付  

 

  

 

フ
ラ
グ
の
調
整
（
フ
ラ
グ
の
色
分
け
、
所
管
）・
フ
ラ
グ
の
確
定 

※複数部局にまたが
る場合は、府民課が調
整し、登録 

※複数部
局にまた
がる場合
は、府民
課が申出
者へ連絡

青  
業務・施策反映を 
検討するもの 

 
 
それ以外の 

もの 

 

赤 

申
出
者
へ
連
絡
す
る
も
の

 

新 

公
職
者
に
よ
る
仲
介
の
場
合
、
登
録
時
に
肩
書
き
を
入

れ
、
併
せ
て
所
属
の
方
針
を
登
録
す
る
。

－１１－ 



件名 内容 受付者
受付け時の
回答内容

赤

○月○日 B0000000
0012345

メール
／電
子申
請

　 ○○部○○
室○○課○
○グループ
　

 ○○部○○
室○○課

　

青

○月○日 B0000000
0012366

提言
はが
き

　  センター
　

 ○○部△課

赤青

○月○日 B0000000
0012590

提言
メール

　  センター
　

 ○○部□室
□課

△△部○課

○月○日 B0000000
0012996

電話 　  ○○部○○セ
ンター
　

 ○○部○○
センター

　

受付
媒体

対応所管課

関係課
（参考送付、

報告先
所管課）

備考

府民の声 受付

フラグ
受付

年月日
府民の声

番号

府民の声リスト（○○部）　　　　　登録日　○月○日

アウトルックメール送信　一覧表イメージ

※「対応」については、府民の声システム画面及び帳票は「回答」と表示されています。
　「回答」を「対応」と読み替えて、フラグ色に応じた対応をお願いします。
※申出者情報等は府民の声システムで確認してください。

－１３－





　　中項目 23日～ 30～ ７～ 14～ 21日～ 28日～ 4日～ 11日～ 18日～ 25日～

1
各部調整・庁
内周知

　

2 室内検討 　 　

3 庁内会議等

4 庁内説明会
情報主任会議
後組合説明

　 　 　

実務者（各G1
名）説明会
説明内容：府民
の声事務取扱
マニュアル
３日間程度
２５０所属×５名
＝１２５０名

5
府ホームペー
ジ

　

ＨＰ（府民の声
の府の取扱方
針について）掲
載

　

6 報道資料提供

7 モニター 府民モニター

庁内調整・
周知

府民向け
ＰＲ

作業項目
大項目

府民の声の全庁登録に向けたスケジュール案（平成21年11月～平成22年１月）

1月12月

　　　周知・調整

　説明内容:実施内容・スケジュール
　説明方法：
○本庁説明
　（部単位で各課職員に直接説明）
○出先説明（センタービル単位で各出
先職員に直接説明）
○希望所属には直接所属訪問し説明

　　　公募準備（公募要領等作成）

 

モニター
2月募集　3月選定　4月第三週  初会合（3月分対象）

・情報総括者会議

  全庁
  試行
　登録
  開始
 （予定）

　　調整

・議会への
 説明
・各部への
 説明

議会・各部
説明資料
作成

情報主任会義
（実施内容、ス
ケジュール説
明、部内周知
方法の調整）

－２０－





府民の声をお寄せいただいた方へのレスポンス（対応）の確保案について 

 

    
 
 
○電子申請システムを利用した申出者に対して、 

受付時直ちに、 
機械的に、 
リターンメールを送信する 
 

○電子申請システムの改修（費用９４５千円）が必要 
 

 
 
 
 
○電子申請システムを利用した申出者に対して、 

送信後の表示画面上で、 
お礼及び声の取扱いを表示する 

 
○電子申請システムの改修（費用約５００千円（見積り中））が必要
     

案１ リターンメールの送信 案２  「入力フォーム」送信後に画面表示 

【メール案文】 
 
このたびは大阪府へご意見をお寄せいただきありがとうございます。 
ご意見を受付けました。 
お寄せいただいたご意見は、関係部署において施策の立案や業務の見直しの参

考とさせていただきます。 
なお、ご意見をお寄せいただいた皆様への個別の回答は、原則として行いませ

んので、ご了承ください。 
寄せられた声を受けた府の検討状況等はホームページで公表しております。 
URL は下記のとおりです。 
http://www.pref.osaka.jp/fumin/fusei_iken/oyose.html 

                               （送信後画面）
 
 

【表示案文】 
 
このたびは大阪府へご意見をお寄せいただきありがとうございます。 
ご意見を受付けました。 
お寄せいただいたご意見は、関係部署において施策の立案や業務の見直しの参

考とさせていただきます。 
なお、ご意見をお寄せいただいた皆様への個別の回答は、原則として行いませ

んので、ご了承ください。 
寄せられた声を受けた府の検討状況等は「府政への意見」のホームページで公

表しております。 
URL：http://www.pref.osaka.jp/fumin/fusei_iken/oyose.html 

 
 

 
 

（自動返信） 

（参考） 

－２２－ 
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